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No.150

連
合
町
会
と
区
議
会
は
、
こ
れ
ま
で
固
定
資
産
税
・
相
続

税
の
負
担
軽
減
の
実
現
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
都
心
６
区
区

民
大
会
（
千
代
田
区
、
中
央
区
、
港
区
、
新
宿
区
、
文
京

区
、
台
東
区
）
を
10
月
20
日
（
金
）
に
開
催
し
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、「
21
世
紀
も
住
み
働
き
続
け
た
い
私
た
ち

の
ま
ち
に
　
実
現
し
よ
う
み
ん
な
の
願
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
都
心
６
区
区
民
が
一
体
と
な
り
、
大
蔵
大
臣
を
は
じ
め
、

自
治
大
臣
、
東
京
都
知
事
、
東
京
都
議
会
議
長
等
へ
固
定
資

産
税
・
相
続
税
の
大
幅
軽
減
を
強
く
求
め
て
い
く
も
の
で
す
。

開
場
は
、
午
後
１
時
か
ら
で
す
。
当
日
は
、
参
加
者
の
み

な
さ
ん
か
ら
も
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
、
会
場
一
体
型
の
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
い
ま
す
の
で
、
区
民
の
み
な

さ
ん
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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固
定
資
産
税
・
相
続
税
の
大
幅
軽
減
を
求
め
る

都
心
6
区
区
民
大
会
を
開
催
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会
場
一
体
型
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
！

○
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○
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催
者
代
表
挨
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○
会
場
一
体
型
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

﹇
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デ
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﹈
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﹈
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地
価
が
下
落
し
て
い
る
と
は
い
え
、
依
然
と
し
て
高
い
水

準
に
あ
る
都
心
区
で
は
、
固
定
資
産
税
や
相
続
税
の
負
担
が

重
く
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
と
も
相
ま
っ
て
、
区
民
の
定
住

や
事
業
継
続
の
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
６
年
度
に
評
価
額
が
地

価
公
示
価
格
の
７
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
地
価

動
向
と
は
反
対
に
税
額
が
毎
年
増
加
し
ま
し
た
。
平
成
12
年

度
の
評
価
替
え
に
お
い
て
、
一
定
の
改
善
が
な
さ
れ
ま
し
た

が
、
生
活
す
る
上
で
負
担
可
能
な
水
準
か
ら
は
大
き
く
か
け

離
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
相
続
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
６
年
及
び
11
年
に
小

規
模
宅
地
に
係
る
軽
減
措
置
の
拡
充
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、

い
ま
だ
抜
本
的
な
改
正
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
重
い
税
負
担

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
固
定
資
産
税
と
相
続
税
の
過
重
な
負
担
に
あ
え

ぐ
、
私
た
ち
都
心
６
区
の
区
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
21
世
紀

も
住
み
働
き
続
け
ら
れ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
、
両
税
の
大
幅

な
軽
減
を
国
や
東
京
都
等
に
対
し
て
強
く
要
望
し
て
い
き
ま

す
。

固
定
資
産
税
の
性
格
を
踏
ま
え
、
土
地
に
対
す
る
評
価

額
を
地
価
公
示
価
格
の
７
割
か
ら
、
住
み
働
き
続
け
る

こ
と
が
可
能
な
３
割
以
下
の
水
準
ま
で
引
き
下
げ
る
こ
と
。

現
行
の
土
地
に
対
す
る
評
価
額
は
、
地
価
公
示
価
格
の
７

割
程
度
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
都
心
部
で
は
通
常
の
土
地
利

用
で
は
払
い
き
れ
な
い
ほ
ど
重
い
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
は
、
保
有
の
継
続
を
前
提
と
し
て
毎
年
継
続

的
に
課
税
さ
れ
る
も
の
で
、
評
価
方
法
の
抜
本
的
改
正
を
求

め
る
と
と
も
に
、
実
現
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
緊
急
措
置
と
し

て
、
居
住
・
事
業
の
継
続
が
可
能
な
実
質
的
平
均
評
価
割
合

で
あ
る
３
割
以
下
の
水
準
に
引
き
下
げ
る
よ
う
求
め
ま
す
。

基
準
年
度
以
外
の
年
度
で
あ
っ
て
も
、
地
価
の
下
落
が

み
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
下
落
分
を
反
映
し
た
価
格

を
新
た
な
評
価
額
と
す
る
抜
本
的
な
改
正
を
行
う
こ
と
。

大
都
市
を
中
心
と
し
た
地
価
の
下
落
に
対
応
す
る
た
め
、

平
成
13
年
度
及
び
平
成
14
年
度
に
お
い
て
さ
ら
に
地
価
の
下

落
傾
向
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、
価
格
の
修
正
が
で
き
る
特

例
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
行
法
上

で
は
基
準
年
度
以
外
の
年
は
評
価
額
の
据
置
き
が
原
則
で
あ

り
、
毎
年
の
地
価
下
落
を
評
価
に
反
映
す
る
こ
と
を
原
則
と

す
る
抜
本
的
見
直
し
を
求
め
ま
す
。

小
規
模
住
宅
用
地
の
課
税
標
準
特
例
措
置
を
拡
充
し
、

小
規
模
非
住
宅
用
地
に
課
税
標
準
特
例
措
置
を
創
設

す
る
こ
と
。

居
住
に
最
低
限
必
要
な
小
規
模
住
宅
用
地
に
つ
い
て
、
課

税
標
準
特
例
措
置
を
拡
充
し
、
事
業
に
最
低
必
要
な
小
規
模

非
住
宅
用
地
に
つ
い
て
も
、
課
税
標
準
特
例
措
置
を
創
設
し
、

課
税
標
準
を
圧
縮
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

標
準
税
率
方
式
を
廃
止
し
、
課
税
団
体
が
地
域
の
実

情
等
を
勘
案
し
て
、
制
限
税
率
の
範
囲
内
で
税
率
を

定
め
る
方
式
に
改
め
る
こ
と
。

課
税
団
体
が
、
そ
の
地
域
の
実
情
・
経
済
状
況
を
勘
案
し

な
が
ら
、
制
限
税
率
の
範
囲
内
で
、
独
自
に
税
負
担
を
調
整

で
き
る
方
式
の
採
用
を
求
め
ま
す
。

都
心
居
住
の
実
態
を
勘
案
し
、
住
宅
用
地
に
対
す
る

課
税
標
準
特
例
措
置
の
適
用
基
準（
居
住
部
分
割
合

基
準
）
を
緩
和
す
る
こ
と
。

都
心
で
は
、
家
屋
の
高
層
化
に
伴
い
、
下
層
階
を
事
業
用

に
、
上
層
階
を
居
住
用
に
供
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
そ
の
場

合
居
住
部
分
割
合
が
≈
未
満
に
な
り
、
課
税
標
準
の
特
例
が

不
適
用
に
な
る
場
合
も
多
く
、
居
住
者
に
と
っ
て
多
大
な
負

担
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
行
基
準
で
は
、
都
心
区
の
居
住
推

進
施
策
と
し
て
住
宅
の
中
高
層
化
を
目
指
す
際
の
障
害
と
な

り
か
ね
ず
、
適
用
基
準
の
緩
和
を
求
め
ま
す
。

都
心
部
に
お
け
る
低
廉
で
良
質
な
賃
貸
住
宅
の
建
設
を

促
進
す
る
た
め
、
中
高
層
賃
貸
住
宅
に
係
る
税
額
を
減

額
す
る
こ
と
。

都
心
部
に
お
け
る
賃
貸
住
宅
の
建
設
を
促
進
す
る
た
め
、

中
高
層
賃
貸
住
宅
に
係
る
税
額
か
ら
、
最
初
の
５
年
間
は
c

を
、
そ
の
後
５
年
間
は
x
を
減
額
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

土
地
の
適
正
な
資
産
評
価
を
具
現
化
す
る
た
め
、
公
的

土
地
評
価
の
評
価
基
準
を
法
令
に
よ
っ
て
統
一
し
、
土

地
の
収
益
価
格
を
重
視
し
た
収
益
還
元
法
に
よ
る
評
価
方
法

を
速
や
か
に
導
入
す
る
こ
と
。

現
在
、
土
地
の
評
価
は
各
税
目
で
個
別
に
行
わ
れ
て
お
り
、

非
効
率
的
な
だ
け
で
は
な
く
、
地
価
公
示
価
格
、
基
準
地
価

格
と
と
も
に
、
同
一
の
資
産
に
つ
い
て
、
多
数
の
評
価
が
な

さ
れ
、
社
会
的
混
乱
を
招
い
て
い
ま
す
。
公
的
土
地
評
価
に

関
す
る
統
一
し
た
評
価
基
準
を
法
令
に
よ
り
定
め
、
地
価
公

示
価
格
水
準
に
統
一
し
た
評
価
額
を
算
出
し
、
こ
れ
を
基
礎

に
各
税
目
の
課
税
標
準
を
設
定
す
る
方
式
に
改
め
る
よ
う
求

め
ま
す
。

ま
た
、
統
一
し
た
評
価
基
準
の
設
定
に
当
っ
て
は
、
投
機

的
要
素
を
排
除
し
た
適
正
な
土
地
評
価
を
行
う
た
め
、
土
地

の
収
益
価
格
を
重
視
し
た
収
益
還
元
法
に
よ
る
評
価
方
法
を

速
や
か
に
導
入
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

都
市
計
画
税
に
つ
い
て
、
都
独
自
で
行
っ
て
い
る
減
税

を
継
続
す
る
こ
と
。

東
京
都
は
、
小
規
模
住
宅
用
地
に
対
す
る
都
市
計
画
税
を

条
例
に
よ
り
平
成
12
年
度
も
引
き
続
き
z
に
軽
減
し
て
い
ま

す
。
都
心
居
住
推
進
の
観
点
か
ら
今
後
も
継
続
す
る
よ
う
求

め
ま
す
。居

住
・
事
業
の
継
続
に
最
低
限
必
要
な
小
規
模
宅
地

等
は
非
課
税
と
す
る
こ
と
。

小
規
模
宅
地
等
に
つ
い
て
は
、
評
価
減
制
度
が
あ
る
も
の

の
、
都
心
区
で
は
、
も
と
も
と
評
価
額
が
非
常
に
高
く
、
評

価
減
制
度
で
は
、
効
果
あ
る
負
担
軽
減
に
な
り
ま
せ
ん
。
せ

め
て
、
居
住
・
事
業
の
継
続
に
最
低
限
必
要
な
小
規
模
宅
地

等
は
非
課
税
と
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

小
規
模
宅
地
等
の
非
課
税
化
が
実
現
す
る
ま
で
の
間
、

居
住
・
事
業
の
継
続
を
条
件
に
納
税
猶
予
制
度
を
創

設
す
る
こ
と
。

現
行
制
度
で
は
、
農
業
の
継
続
に
つ
い
て
は
、
そ
の
保
護

の
た
め
、
納
税
猶
予
が
認
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

居
住
・
事
業
の
継
続
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

わ
が
国
の
産
業
構
造
上
、
中
小
企
業
が
日
本
経
済
の
発
展
に

果
た
す
役
割
は
非
常
に
大
き
く
、
居
住
・
事
業
の
継
続
に
も
、

納
税
猶
予
制
度
を
認
め
る
よ
う
求
め
ま
す
。
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◆
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
◆

◆
相
続
税
に
つ
い
て
◆

都
心
に
お
い
て
、
中
小
企
業
の
円
滑
な
事
業
承
継
を
確

保
す
る
た
め
、
取
引
相
場
の
な
い
株
式
の
評
価
方
法
を

改
善
す
る
こ
と
。

都
心
に
お
い
て
、
中
小
企
業
の
円
滑
な
事
業
承
継
を
確
保

す
る
た
め
、（

事
業
用
の
た
め
、
一
般
の
土
地
と
違
い
処
分

性
が
著
し
く
制
約
さ
れ
て
い
る
）
株
式
の
評
価
に
あ
た
っ
て

は
、
法
人
所
有
事
業
用
宅
地
等
の
評
価
に
つ
い
て
も
①
個
人

所
有
宅
地
の
相
続
に
認
め
ら
れ
て
い
る
評
価
減
特
例
制
度
に

準
じ
た
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
②
清
算
価
値
で
は
な
く
事
業

継
続
を
前
提
と
し
た
評
価
を
行
う
こ
と
③
株
式
の
換
金
の
困

難
性
を
さ
ら
に
考
慮
し
た
調
整
を
行
う
こ
と
等
を
求
め
ま
す
。

土
地
の
適
正
な
資
産
評
価
を
具
現
化
す
る
た
め
、
公
的

土
地
評
価
の
評
価
基
準
を
法
令
に
よ
っ
て
統
一
し
、
土

地
の
収
益
価
格
を
重
視
し
た
収
益
還
元
法
に
よ
る
評
価
方
法

を
速
や
か
に
導
入
す
る
こ
と
。

現
在
、
土
地
の
評
価
は
各
税
目
で
個
別
に
行
わ
れ
て
お
り
、

非
効
率
的
な
だ
け
で
な
く
、
地
価
公
示
価
格
、
基
準
地
価
格

と
も
に
、
同
一
の
資
産
に
つ
い
て
多
数
の
評
価
が
な
さ
れ
、

社
会
的
混
乱
を
招
い
て
い
ま
す
。
公
的
土
地
評
価
に
関
す
る

統
一
し
た
評
価
基
準
を
法
令
に
よ
り
定
め
、
地
価
公
示
価
格

水
準
に
統
一
し
た
評
価
額
を
算
出
し
、
こ
れ
を
基
礎
に
各
税

目
の
課
税
標
準
を
設
定
す
る
方
式
に
改
め
る
よ
う
求
め
ま
す
。

ま
た
、
統
一
し
た
評
価
基
準
の
設
定
に
当
っ
て
は
、
投
機

的
要
素
を
排
除
し
た
適
正
な
土
地
評
価
を
行
う
た
め
、
土
地

の
収
益
価
格
を
重
視
し
た
収
益
還
元
法
に
よ
る
評
価
方
法
を

速
や
か
に
導
入
さ
れ
る
よ
う
求
め
ま
す
。

大
幅
な
税
率
の
引
き
下
げ
及
び
基
礎
控
除
の
引
き
上
げ

を
行
う
こ
と
。

わ
が
国
の
相
続
税
率
は
、
諸
外
国
と
比
較
し
高
率
な
だ
け

で
な
く
、
平
成
11
年
に
個
人
の
所
得
税
と
住
民
税
を
合
わ
せ

た
課
税
の
最
高
税
率
が
65
％
か
ら
50
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
た

こ
と
か
ら
も
突
出
し
た
税
率
と
な
っ
て
い
る
。

高
額
な
相
続
税
の
負
担
は
、
都
心
区
に
お
け
る
中
小
企
業

の
円
滑
な
事
業
継
承
や
居
住
継
続
の
大
き
な
阻
害
要
因
と
な

っ
て
お
り
、
大
幅
な
税
率
の
引
き
下
げ
と
基
礎
控
除
の
引
き

上
げ
を
求
め
ま
す
。
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固定資産税と都民所得の推移

ち
よ
だ
区
議
会
だ
よ
り
は
150
号
を
迎
え
ま
し
た
。

ち
よ
だ
区
議
会
だ
よ
り
は
昭
和
43
年
11
月
20
日
の

創
刊
以
来
こ
の
号
で
通
算
150
号
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
親
し
ま
れ
る
区
議
会
だ
よ
り
を
め

ざ
し
て
、
区
議
会
の
活
動
等
を
正
確
に
、
わ
か
り
や
す

く
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。ご

意
見
、
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

広
報
委
員
会
委
員
一
同


	150_p01
	150_p02

